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16, 16-dimethyl prostaglandin E_2 のラット膵外
分泌に及ぼす影響　：　in vivo および遊離膵腺房
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1．Dimethyl PGE2（DMPGE2）はsecretinによって誘発された膵液および重炭酸塩の分泌を抑制した。
2．DMPGE2はcaeruleinによって誘発された膵消化酵素の分泌を抑制した。
3．DMPGE2は膵消化酵素分泌のCCK－8に対する感受性を低下させた。
4．Caeruleinを遊離膵腺房に作用させると、10－11－10－9Mの範囲で濃度依存性に腺房細胞からのPGE2
の放出量は増大した。しかし、PGの合成阻害剤であるインドメサシンを培養液に加えても、CaeruleiT）
による膵消化酵素の分泌促進には殆ど変化はみられなかった。
5．Caeru】einを細胞外液に加えると、膵腺房細胞内cyclic GMPは増加した。Caeruleinによる細胞内
cyclic GMP濃度の上昇はDMPGE2によって抑制された。一方、細胞内cyclic AMP濃度にはDMPGE2は
影響を与えなかった。
以上の実験結果はPGE2が膵腺房細胞ではcyc］ic GMP生成を抑制する経路を介してsecTefinおよび
caeruleinの膵液および膵消化酵素分泌誘発作風を抑制するJことを示唆している。また、Caeruleinは燐
脂質の分解を促進しPGE之の放出をきたすが、膵腺房細胞から放出されたPGE2のみではcaeru】einの膵
消化酵素分泌促進作用は抑制されないことが明らかとなった。
本研究は、膵腺房細胞にお～ナる刺激・分泌連関の機序を解明する上で有用なものであり’、博士と（医
学）の学位に値するものと認められる。
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